
鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

S=1:250

計画平面図

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

計画平面図

40

18

84

21

5

25

3

35

41

38
39

27

8

52

13

37

4

28

7

2

1

T-1-2

T-2-1

T-2-2

Co

ブルーシート

ブルーシート

ブルーシート

Co

Coブルーシート

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

g

g

大型土のう撤去工 N＝96袋

g

Co

Co

Co

Co

Co

g

g

Co

150

155

160

165

170

120

125

130

135

140

145

105

110

115

100 105 110 115 120

125

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

155

160

140

145

150

125

130

135

115

120

110

105

100

130

135

140

145

150

155

160

165

170

99.73

98.27

99.57

99.78

102.34

99.62

100.30

100.05

99.98

99.98

99.90

100.36

100.32

100.27

100.31

100.24

100.51

100.81

99.91

101.69

101.23

101.86

102.53

107.22107.28

107.57

108.04

109.40

108.79

103.11

99.87

97.86

97.68

97.57

97.64

97.67

97.74

97.83

94.79

94.76

95.32

96.56

97.05

98.31

99.69

101.94
101.44

101.36

101.22

101.08

97.07

98.64

101.02

89.18
90.09

90.74
89.71

92.56

159.65

113.4497.44

97.51

113.47

106.64

108.06

112.01

115.88

138.00

151.24

158.41

141.46

132.71

112.83

107.64108.52

116.05

124.59

134.42

155.07

150.63

148.81

107.34

112.83

116.87

124.58

145.63

154.63

157.13

152.87

156.83

145.82

123.97

115.55

102.06

T-1

T-1-3

アンカー式落石防護柵（ R B 3
0 0 ,

H = 3
. 5 m

） L = 4
8 . 0

m

1 0 0
0 0

9 0 0
0

5 0 0
0

7 0 0
0

1 0 0
0 0

7 0 0
0

137

N
O
1

N
O
3

N
O
4

N
O
2

縦
排

水
工

L
=
6
.
3
5
ｍ

法肩排水工

法
枠
工
（

F
2
0
0
）

金
網

（
H =

1 .
5 ｍ

）
L =

8 .
0 m

I P 1

I
P
2

I
P
3

I
P
4

I
P
5

B P

E P

KBM(T-2)
H=103.662

T-1-1

中 心 線 座 標 一 覧 表

点 名 Ｘ 座 標 Ｙ 座 標

BP 86.920 117.786

IP1 83.739 115.030

IP2 79.471 95.899
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工種 規格 単位
アンカー式落石防護柵工

削孔工１ φ90（孔壁非自立） ｍ 22.9
削孔工２ φ90（孔壁自立） ｍ 19.9

アンカー鋼材挿入工 本 17
支柱設置工 箇所 7

サポート取付工 箇所 6
サイド取付工 箇所 2
ネット取付工 スパン 6

緩衝装置取付工 スパン 6
ロープ掛工

ロープ設置工 φ16 ｍ 554.8
岩部用アンカー設置工 D29-1000 本 36
土中用アンカー設置工 R29-1500 本 50

ロープ伏工
斜面整理工 ｍ2 300

ロープ設置工 φ12 ｍ 1,137.8
部品取付工 テンションバー 箇所 110

岩部用アンカー設置工 L＝1000 本 55
土中用アンカー設置工 L＝1500 本 9
端末土中用アンカー設置工 L＝1500 本 9
転石破砕工

転石破砕工 セリ矢 ｍ3 7.21
施設復旧工
擁壁復旧コンクリート 18-8-40BB ｍ3 0.35
ワイヤーロープ張工 Φ18 5本 ｍ 42

金網張工 φ3.2×50×50 H=1.5m ｍ 8
中間支柱設置工 H1500 本 2
吹付枠工(面積) F200 2000×2000 ㎡ 34.66

ラス張工 ㎡ 34.66
縦排水路工 W=300 ｍ 6.35
法肩排水工 ヤゲン式 T=100 ｍ 6.55
法尻排水工 KW側溝300型 ｍ 2.0

施設補修工
帯工コンクリート 18-8-40BB ｍ3 7.08
埋戻コンクリート 18-8-40BB ｍ3 8.53

取付水路コンクリート 18-8-40BB ｍ3 3.1
張コンクリート 18-8-40BB ｍ2 37.8

吸出し防止材敷設工 t=10mm ｍ2 109.6
法枠内コンクリート ポーラスコンクリート ｍ3 15.3
水切りコンクリート 18-8-40BB ｍ3 1.3

数量
数量総括表
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礫混り土砂。数cm大の溶結凝灰岩礫と

粘性土混り火山灰質砂の基質よりなる。

不均一で非常に緩い。
d t崖錐堆積物

風化弱溶結
弱溶結凝灰岩の風化部。軟質。

ボーリングコアは、手で壊せる程度の硬さ。

深 くなる程硬くなる傾向が見られる。
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良好な岩盤。指圧では壊れないが、

ハンマーの軽打で壊れる程度の硬さ。

K l弱溶結凝灰岩

加久藤

火砕流堆積物

更

新

世

K lK l

K l K l

w - K lw - K l

w - K l
w - K l

d t

d t d t d t

F

F

F

【軟岩】【軟岩】

【軟岩】【軟岩】
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アンカー式落石防護柵 縦断図
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長

削
孔

長

削
孔

長

削
孔

長

削
孔

長

削
孔

長 削
孔
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孔

長

N値

支柱1 支柱2 支柱3

支柱4 支柱5

支柱6
支柱7

サイドアンカー2

サイドアンカー1

7.0ｍ 10.0ｍ 7.0ｍ 5.0ｍ 9.0ｍ 10.0ｍ支柱間隔

アンカー式落石防護柵 縦断図
（柵高3.5ｍ）

S=1:100
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※３ 展開図は谷側から山側を見ての表示

※２ 図中の測点位置は、計画時の目安

※１ 支柱間隔は斜長距離

( A u 1 ) ( A u 2 ) ( A u 3 ) ( A u 4 ) ( A u 5 ) ( A u 6 ) ( A u 7 ) ( A u 8 )

( A s 1 ) ( A s 2 )

7 0 0 0 8 5 0 0 8 5 0 0 6 0 0 0 7 0 0 0 9 5 0 0 1 0 0 0 0

P 1

( A p 1 )

P 2

( A p 2 )

P 3

( A p 3 )

P 4

( A p 4 )

P 5

( A p 5 )

P 6

( A p 6 )

P 7

( A p 7 )

( A s 1 ) ( A s 2 )

高エネルギー吸収型落石防護柵 ( R B 3 0 0 ) H = 3 . 5 m L = 4 8 . 0 m

7 0 0 0 1 0 0 0 0 7 0 0 0 5 0 0 0 9 0 0 0 1 0 0 0 05 0 0 0 5 0 0 0

防護柵数量表

名 称 規 格 単位 数量 摘 要

支柱ユニット H 3 . 5 セット 7

ネットユニット H 3 . 5× S L 1 0 . 0 セット 2

ネットユニット H 3 . 5× S L 9 . 0 セット 1

ネットユニット H 3 . 5× S L 7 . 0 セット 2

ネットユニット H 3 . 5× S L 5 . 0 セット 1

サポートユニット H 3 . 5× S L 1 0 . 0 セット 2

サポートユニット H 3 . 5× S L 9 . 0 セット 1

サポートユニット H 3 . 5× S L 7 . 0 セット 2

サポートユニット H 3 . 5× S L 5 . 0 セット 1

サイドユニット H 3 . 5 セット 2

アンカーユニット T F 2 6 R 3 2 L = 2 . 0 m セット 7

アンカーユニット T F 2 6 R 3 2 L = 2 . 5 m セット 3

アンカーユニット T F 2 6 R 3 2 L = 3 . 0 m セット 3

アンカーユニット T F 2 6 R 3 2 L = 3 . 5 m セット 4

標
準

横
断

サイドロープ

サイド上部ロープ

サイド下部ロープ

サイドアンカー 支柱基礎アンカー 下部ロープ

緩衝装置

φ 1 2㎜用

縦ロープ

支柱間隔保持ロープ 上部ロープ ガイドロープ

緩衝装置

φ 1 6㎜用結合コイル 支柱高強度ひし形金網

山側アンカー 山側ロープ サポートパイプ

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

3 . 4 0 m

3 . 5 0 m

アン カー長（ Au 1）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

3 . 4 0 m

3 . 5 0 m

アンカー長 （ Au 2）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

3 . 4 0 m

3 . 5 0 m

アンカー長 （ Au 3）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

2 . 4 0 m

2 . 5 0 m

アンカー長 （ Au 4）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

1. 9 0 m

2 . 0 0 m

アンカー長（ A u 5）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

3. 4 0 m

3 . 5 0 m

アンカー長（ A s 1）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

2. 9 0 m

3 . 0 0 m

アンカー長（ A s 2）

項 目 数 量

削 孔長

ロッ ド長

1 . 9 0 m

2 . 0 0 m

アンカー長（ Au 6）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

2. 4 0 m

2 . 5 0 m

アンカー長（ A u 7）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

2. 4 0 m

2 . 5 0 m

アンカー長（ A u 8）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

2. 9 0 m

3 . 0 0 m

アンカー長（ A p 1）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

2. 9 0 m

3 . 0 0 m

アンカー長（ A p 2）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

1. 9 0 m

2 . 0 0 m

アンカー長（ A p 3）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

1. 9 0 m

2 . 0 0 m

アンカー長（ A p 4）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

1. 9 0 m

2 . 0 0 m

アンカー長（ A p 5）

項 目 数 量

削孔長

ロ ッド長

1 . 9 0 m

2 . 0 0 m

アンカー長（ A p 6）

項 目 数 量

削孔長

ロッド長

1. 9 0 m

2 . 0 0 m

アンカー長（ A p 7）

アンカー式落石防護柵 展開図

アンカー式落石防護柵 展開図

8

S=1:100
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アンカー式落石防護柵 一般構造図( /4)

アンカー式落石防護柵 一般図(1/ 4 )

S=1：50

平面図

7× 1 9 φ 1 2㎜

サイドロープ

サイドアンカー

ガイドロープ

7×1 9 φ 1 2㎜

正面図

アンカーベースプレート

5
0
0
0

山側ロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

山側アンカー

ワイヤグリップ

F 1 2 (φ 1 2㎜用 ) シャックル ( B C 2 2 )

支柱間隔保持ロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

サポートパイプ

サポートプレート

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3× 6 . 0ｔ

支柱本体

7× 1 9 φ 1 6㎜

上部ロープ

結合コイル

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

緩衝装置

φ 1 6㎜用

横断図

φ 4 . 0 - 5 2× 5 2 m m

高強度ひし形金網

1 7 5 0

2 0 0 0

スリップ余長概要図

緩衝装置 (φ 1 6 m m用 )

上部・下部ロープ

縦ロープ

緩衝装置 (φ 1 2 m m用 )

サイドアンカー

支柱ベースプレート

支柱基礎アンカー

7× 1 9 φ 1 2㎜

縦ロープ

緩衝装置

φ 1 2㎜用

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3× 6 . 0ｔ

支柱本体

φ 1 6㎜用

緩衝装置

緩衝装置

φ 1 6㎜用

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

7× 1 9 φ 1 6㎜

上部ロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

支柱間隔保持ロープ

シャックル ( B C 2 2 )

下部ロープ

7× 1 9 φ 1 6㎜

φ5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

1 0 0 0 01 0 0 0 05 0 0 0

(
3
5
0
0
)

L
a
s

F 1 2 ( φ 1 2㎜用 )

ワイヤグリップ

7× 1 9 φ 1 2㎜

サイドロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

ガイドロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

7× 1 9 φ 1 2㎜

シャックル ( B C 2 2 )

サイド上部ロープ

サイド下部ロープ

φ 4 . 0 - 5 2 × 5 2 m m

高強度ひし形金網

θ

H 1

D
/
2

h

想定落石

5 0
0 0

7× 1 9 φ 1 2㎜

山側ロープ

山側アンカー

F 1 2 (φ 1 2㎜用)

ワイヤグリップ

支柱ベースプレート

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3 × 6 . 0ｔ

支柱本体

L
a u

L
a
d

支柱基礎アンカー

アンカーベースプレート

φ 1 2㎜用

緩衝装置

7× 1 9 φ 1 2㎜

縦ロープ

サポートパイプ

サポートプレート

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

( 1 0 0 0 )

(
3 5

0
0
)

φ 4 . 0 - 5 2 × 5 2 m m

高強度ひし形金網

L a u

記号

－

L a s

アンカー一覧

L a d

m

m
6 0 . 0 ° 6 5

アンカー力

3 0

6 5

k N

k N

k N

6 0 . 0 °

6 0 . 0 °

備考削孔角度長さ

削
孔

角
度

削
孔
長

9 0 m m

9 0 m m

9 0 m m

削孔径

山側

使用箇所

サイド

支柱基礎

削孔長

項目

ロッド長

m

m

削孔長

ロッド長

m

m

削孔長

ロッド長

※）標準柵高Ｈは，不陸のない平地にて設置した場合の

高さです．現地の柵高としては，必要柵高以上を

確保します．

記号 項目 数値

H

H 1

h

D

θ

θ p

標準柵高

落石跳躍高

落石直径

設計斜面勾配

必要柵高

支柱設置付近勾配

3 . 5 0 0

2 . 7 4 5

2 . 0 0 0

1 . 4 9

3 2 . 3 3

3 0 . 0

m

m

m

m

°

°

柵高と落石の関係

－

－

－

－

－

※）アンカー長は，展開図に記載。

RB300／柵高3.5m／支柱間隔10.0m

1
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アンカー式落石防護柵 一般構造図( /4)

アンカー式落石防護柵 一般図(2/ 4 )

S=1：50

RB300／柵高3.5m／支柱間隔9.0m

2

平面図

ガイドロープ

7×1 9 φ 1 2㎜

正面図

アンカーベースプレート

5
0
0
0

山側ロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

山側アンカー

ワイヤグリップ

F 1 2 (φ 1 2㎜用 )

サポートプレート

7× 1 9 φ 1 6㎜

上部ロープ

結合コイル

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3× 6 . 0ｔ

支柱本体

緩衝装置

φ 1 6㎜用

支柱間隔保持ロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜7× 1 9 φ 1 2㎜

サイドロープ

サイドアンカー

シャックル ( B C 2 2 )

φ 4 . 0 - 5 2 × 5 2 m m

高強度ひし形金網

支柱ベースプレート

支柱基礎アンカー

7× 1 9 φ 1 2㎜

縦ロープ

緩衝装置

φ 1 2㎜用

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3 × 6 . 0ｔ

支柱本体

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

φ 1 6㎜用

緩衝装置

7× 1 9 φ 1 6㎜

上部ロープ

緩衝装置

φ 1 6㎜用

7× 1 9 φ 1 2㎜

支柱間隔保持ロープ

サイドアンカー

シャックル ( B C 2 2 )

下部ロープ

7× 1 9 φ 1 6㎜

φ 5 . 0 m m - φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

9 0 0 09 0 0 05 0 0 0

L
a
s

(
3
5
0
0
)

F 1 2 ( φ 1 2㎜用 )

ワイヤグリップ

7× 1 9 φ 1 2㎜

サイドロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

ガイドロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

7× 1 9 φ 1 2㎜

シャックル ( B C 2 2 )

サイド上部ロープ

サイド下部ロープ

φ 4 . 0 - 5 2× 5 2 m m

高強度ひし形金網

サポートパイプ

横断図

1 7 5 0

2 0 0 0

スリップ余長概要図

緩衝装置 (φ 1 6 m m用 )

上部・下部ロープ

縦ロープ

緩衝装置 (φ 1 2 m m用 )

θ

H 1

D
/
2

h

想定落石

5 0
0 0

7× 1 9 φ 1 2㎜

山側ロープ

山側アンカー

F 1 2 (φ 1 2㎜用)

ワイヤグリップ

支柱ベースプレート

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3 × 6 . 0ｔ

支柱本体

L
a u

L
a
d

支柱基礎アンカー

アンカーベースプレート

φ 1 2㎜用

緩衝装置

7× 1 9 φ 1 2㎜

縦ロープ

サポートパイプ

サポートプレート

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

( 1 0 0 0 )

(
3 5

0
0
)

φ 4 . 0 - 5 2 × 5 2 m m

高強度ひし形金網

※）標準柵高Ｈは，不陸のない平地にて設置した場合の

高さです．現地の柵高としては，必要柵高以上を

確保します．

記号 項目 数値

H

H 1

h

D

θ

θ p

標準柵高

落石跳躍高

落石直径

設計斜面勾配

必要柵高

支柱設置付近勾配

m

m

m

m

°

°

柵高と落石の関係

3 . 5 0 0

3 0 . 0

L a u

記号

－

L a s

アンカー一覧

L a d

m

m
6 0 . 0 ° 6 5

アンカー力

3 0

6 5

k N

k N

k N

6 0 . 0 °

6 0 . 0 °

備考削孔角度長さ

削
孔

角
度

削
孔
長

9 0 m m

9 0 m m

9 0 m m

削孔径

山側

使用箇所

サイド

支柱基礎

削孔長

項目

ロッド長

m

m

削孔長

ロッド長

m

m

削孔長

ロッド長

－

－

－

－

－

※）アンカー長は，展開図に記載。

2 . 7 4 5

2 . 0 0 0

1 . 4 9

3 2 . 3 3
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アンカー式落石防護柵 一般構造図( /4)

アンカー式落石防護柵 一般図(3/ 4)

S=1：50

RB300／柵高3.5m／支柱間隔7.0m

3

平面図

ガイドロープ

7×1 9 φ 1 2㎜

正面図

アンカーベースプレート

5
0
0
0

山側ロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

山側アンカー

ワイヤグリップ

F 1 2 (φ 1 2㎜用 )

サポートプレート

7× 1 9 φ 1 6㎜

上部ロープ

結合コイル

φ 5 . 0 m m - φ 5 0× 4 0 0 L

緩衝装置

φ 1 6㎜用

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3× 6 . 0ｔ

支柱本体

支柱間隔保持ロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜7× 1 9 φ 1 2㎜

サイドロープ

サイドアンカー

シャックル ( B C 2 2 )

φ 4 . 0 - 5 2× 5 2 m m

高強度ひし形金網

支柱ベースプレート

支柱基礎アンカー

7× 1 9 φ 1 2㎜

縦ロープ

緩衝装置

φ1 2㎜用

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3 × 6 . 0ｔ

支柱本体

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

7× 1 9 φ 1 6㎜

上部ロープ

緩衝装置

φ1 6㎜用

φ1 6㎜用

緩衝装置

サイドアンカー

シャックル ( B C 2 2 )

下部ロープ

7× 1 9 φ 1 6㎜

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

7× 1 9 φ 1 2㎜

支柱間隔保持ロープ

5 0 0 0

L
a
s

7 0 0 07 0 0 07 0 0 0

(
3
5
0
0
)

F 1 2 ( φ 1 2㎜用 )

ワイヤグリップ

7× 1 9 φ 1 2㎜

サイドロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

ガイドロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

7× 1 9 φ 1 2㎜

シャックル ( B C 2 2 )

サイド上部ロープ

サイド下部ロープ

φ 4 . 0 - 5 2× 5 2 m m

高強度ひし形金網

サポートパイプ

横断図

1 7 5 0

2 0 0 0

スリップ余長概要図

緩衝装置 (φ 1 6 m m用 )

上部・下部ロープ

縦ロープ

緩衝装置 (φ 1 2 m m用 )

θ

H 1

D
/
2

h

想定落石

5 0
0 0

7× 1 9 φ 1 2㎜

山側ロープ

山側アンカー

F 1 2 (φ 1 2㎜用)

ワイヤグリップ

支柱ベースプレート

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3 × 6 . 0ｔ

支柱本体

L
a u

L
a
d

支柱基礎アンカー

アンカーベースプレート

φ 1 2㎜用

緩衝装置

7× 1 9 φ 1 2㎜

縦ロープ

サポートパイプ

サポートプレート

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

( 1 0 0 0 )

(
3 5

0
0
)

φ 4 . 0 - 5 2 × 5 2 m m

高強度ひし形金網

※）標準柵高Ｈは，不陸のない平地にて設置した場合の

高さです．現地の柵高としては，必要柵高以上を

確保します．

記号 項目 数値

H

H 1

h

D

θ

θ p

標準柵高

落石跳躍高

落石直径

設計斜面勾配

必要柵高

支柱設置付近勾配

m

m

m

m

°

°

柵高と落石の関係

3 . 5 0 0

3 0 . 0

L a u

記号

－

L a s

アンカー一覧

L a d

m

m
6 0 . 0 ° 6 5

アンカー力

3 0

6 5

k N

k N

k N

6 0 . 0 °

6 0 . 0 °

備考削孔角度長さ

削
孔

角
度

削
孔
長

9 0 m m

9 0 m m

9 0 m m

削孔径

山側

使用箇所

サイド

支柱基礎

削孔長

項目

ロッド長

m

m

削孔長

ロッド長

m

m

削孔長

ロッド長

－

－

－

－

－

※）アンカー長は，展開図に記載。

2 . 7 4 5

2 . 0 0 0

1 . 4 9

3 2 . 3 3



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

12

アンカー式落石防護柵 一般構造図( /4)

アンカー式落石防護柵 一般図(4/ 4)

S=1：50

RB300／柵高3.5m／支柱間隔5.0m

4

平面図

ガイドロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

正面図

7× 1 9 φ 1 6㎜

上部ロープ支柱間隔保持ロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

結合コイル

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

アンカーベースプレート

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3 × 6 . 0ｔ

支柱本体

5
0
0
0

緩衝装置

φ 1 6㎜用

山側ロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

山側アンカー

ワイヤグリップ

F 1 2 (φ 1 2㎜用 )

シャックル ( B C 2 2 )

サポートプレート

7× 1 9 φ 1 2㎜

サイドロープ

サイドアンカー

φ 4 . 0 - 5 2× 5 2 m m

高強度ひし形金網

5 0 0 05 0 0 05 0 0 0

支柱ベースプレート

支柱基礎アンカー

下部ロープ

7× 1 9 φ 1 6㎜

φ5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

7× 1 9 φ 1 2㎜7× 1 9 φ 1 6㎜

上部ロープ

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3× 6 . 0ｔ

支柱本体 支柱間隔保持ロープ

緩衝装置

φ 1 6㎜用

φ 1 6㎜用

緩衝装置

シャックル ( B C 2 2 )

サイドアンカー

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

5 0 0 0

L
a
s

(
3
5
0
0
)

F 1 2 ( φ 1 2㎜用 )

ワイヤグリップ

7× 1 9 φ 1 2㎜

サイドロープ

7× 1 9 φ 1 2㎜

7× 1 9 φ 1 2㎜

シャックル( B C 2 2 )

サイド上部ロープ

サイド下部ロープ
7×1 9 φ 1 2㎜

縦ロープ

φ 1 2㎜用

緩衝装置

φ 4 . 0 - 5 2 × 5 2 m m

高強度ひし形金網

サポートパイプ

横断図

1 7 5 0

2 0 0 0

スリップ余長概要図

緩衝装置 (φ 1 6 m m用 )

上部・下部ロープ

縦ロープ

緩衝装置 (φ 1 2 m m用 )

θ

H 1

D
/
2

h

想定落石

5 0
0 0

7× 1 9 φ 1 2㎜

山側ロープ

山側アンカー

F 1 2 (φ 1 2㎜用)

ワイヤグリップ

支柱ベースプレート

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3 × 6 . 0ｔ

支柱本体

L
a u

L
a
d

支柱基礎アンカー

アンカーベースプレート

φ 1 2㎜用

緩衝装置

7× 1 9 φ 1 2㎜

縦ロープ

サポートパイプ

サポートプレート

φ 5 . 0 m m -φ 5 0× 4 0 0 L

結合コイル

( 1 0 0 0 )

(
3 5

0
0
)

φ 4 . 0 - 5 2 × 5 2 m m

高強度ひし形金網

※）標準柵高Ｈは，不陸のない平地にて設置した場合の

高さです．現地の柵高としては，必要柵高以上を

確保します．

記号 項目 数値

H

H 1

h

D

θ

θ p

標準柵高

落石跳躍高

落石直径

設計斜面勾配

必要柵高

支柱設置付近勾配

m

m

m

m

°

°

柵高と落石の関係

3 . 5 0 0

3 0 . 0

L a u

記号

－

L a s

アンカー一覧

L a d

m

m
6 0 . 0 ° 6 5

アンカー力

3 0

6 5

k N

k N

k N

6 0 . 0 °

6 0 . 0 °

備考削孔角度長さ

削
孔

角
度

削
孔
長

9 0 m m

9 0 m m

9 0 m m

削孔径

山側

使用箇所

サイド

支柱基礎

削孔長

項目

ロッド長

m

m

削孔長

ロッド長

m

m

削孔長

ロッド長

－

－

－

－

－

※）アンカー長は，展開図に記載。

2 . 7 4 5

2 . 0 0 0

1 . 4 9

3 2 . 3 3



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名
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公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

13

アンカー式落石防護柵 部材詳細図( /3)

アンカー式落石防護柵 部材詳細図(1/ 3 )

支柱ユニット
RB300／柵高 3.5 m

φ
22

5
0

3 9 41 0

4 1 0

5 0

S = 1 ： 5
支柱固定鉄筋 詳細図

6

2
2

2 0 0 0

2 0 6 0
4
2
.
2

4
8
.
6

3
.
2

φ
4
8 .

6

7
0

S = 1： 5
サポートパイプ 詳細図

S = 1： 5
支柱固定バンド 詳細図

9

3 5 5 0 8 0 3 55 0

2
0

2
0

1
2
0

8
0

7 9

9

2 5 0

9

5 0 2 0
8
0

2
0

2
0

φ
3 0

φ 1 9

R 2 0

φ
3
0

S = 1： 5
サポートプレート 詳細図

32 41 3
φ 3 2

φ
17

S = 1： 5
ボルト ナット 座金 詳細図

（S T K 4 0 0 -φ 4 8 . 6 - t 3 . 2）

9

M
1
6

2 0 0

5 0

M
1
6

支柱本体

支柱固定バンド

支柱ベースプレート

支柱固定鉄筋 支柱固定鉄筋

サポートプレート

支柱固定鉄筋

支柱固定鉄筋

支柱固定バンド

支柱ベースプレート

サポートパイプ

サポートパイプ

サポートプレート

ボルトセット

ボルトセット

S = 1： 1 0
サポートパイプ組立図

M 1 6× L 2 0 0

M 1 6× 5 0

φ
1 9 φ

18

5 0 6 0

3 5

4
.
5

6

2 1 6

2 5 2 5

9 2
5

3
5

R
5
7
.
2

φ
1 8

R 2
5

5 0

φ
1
8

φ
1 8

R 2 5

R 2 5

S = 1： 5

S = 1： 5

リブ B

支柱本体 詳細図
S = 1 ： 5

支柱頭部 詳細図

1
5
0

1
2

2 5
2 5 0

1
2

6 3

φ
2 9

8
0

φ
2
2

1
1
0

1
1
0

8
0

2
5
0

φ
1
1 4

. 3

3 9 0 0

φ 2 2

2 5

1 5 0 3 7 5 0

支柱ベースプレート 詳細図

1 23 0

2 0 0

φ
1
2
7

5 0

1 5 0

M 1 6

φ
3 8 0

φ 1 2 7

φ 4 0 5

1 0
0

1 2

9

9

φ
2
9

3 0

2 5

M 1 6× 4 0

φ
3
8
0

φ 1 1 4 . 3 - t 6 . 0

S T K 4 0 0
S T K 4 0 0

φ 1 1 4 . 3 - t 6 . 0

φ 1 2 7 . 0 - t 5 . 0

S T K M 1 3 A

6
0
°

5 5 1 3 55 51 3 5

φ
3
5

1 4 0 5 01 4 05 0

φ
1
0

1 6

R 3 5

リブ A

1 0 0

3 0

3
0

5 0

1 2 9

1 0 0

1
5
0

3 0

リブ（支柱ベースプレート） 詳細図
S = 1 ： 5

リブA リブB

3
0

( 1 0 )

φ
2
91

5
0

1
5
0

( 1 0 )

2 5

1

※注 支柱ベースプレートの設置個所周辺は、支柱が所定の角度にて設置できるよう
あらかじめ小石・雑草等の異物を取り除き整形する必要がある。
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TEL
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公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

14

アンカー式落石防護柵 部材詳細図( /3)

アンカー式落石防護柵 部材詳細図(2/ 3 )

ワイヤロープ等
RB300／柵高 3.5 m

L (表を参照 )

L (表を参照 )

L (表を参照 )

φ 1 2 . 0 m m 7 × 1 9

シンブル A 1 6 φ 1 6 . 0 m m 7× 1 9

φ 1 2 . 0 m m 7× 1 9

φ 1 2 . 0 m m 7× 1 9

( G )縦ロープ 詳細図

( H )ガイドロープ 詳細図

( F )上部／下部ロープ 詳細図

( A )支柱間隔保持／( B )山側／( C )サイドロープ 詳細図

L (表を参照 )

(軟質塩ビ製キャップ )

S = 1： 4

S = 1： 4

S = 1： 4

S = 1： 4

(軟質塩ビ製キャップ)

L (表を参照 )

( D )サイド上部／( E )サイド下部ロープ 詳細図
S = 1： 4

φ 1 2 . 0 m m 7× 1 9

アンカーナット 詳細図

5 54 0

アンカーワッシャー 詳細図

φ
4 5

φ 7 5

2 6

アンカー 詳細図

カップリング1 2 . 7

3
1
.
5

4 2 . 71 1 0

アンカーカップリング 詳細図

アンカーロッド

アンカーベースプレート 詳細図
S = 1： 4

4 0

8
0

5
0

1
0
0

5
0

2
0
0

φ
4
4

8
0

φ
2
9

1 6

9 0 1 2 7 5

1
0

R 1
0

φ
2
9

R 3 5

S = 1 ： 2

S = 1： 2

ワイヤロープ有効長一覧

シャックル 詳細図
S = 1 ： 4

（B C 2 2）

1
1
7

6 5

2
6

2 6

2 2 2 23 4

シンブル A 1 6

シンブル A 1 6

サイドロープ

上部下部ロープ

縦ロープ

ガイドロープ

C

F

G

H

ワイヤロープ名称

支柱間隔保持ロープ

山側ロープ

A

B

サイド上部ロープD

サイド下部ロープE

支柱間隔 (m )

8 . 0

3 . 9

1 0 . 5

8 . 5

8 . 5

7 . 5

8 . 5

5 . 9

有効長 L

( m )

7 . 0

1 0 . 0

3 . 9

1 0 . 5

8 . 5

8 . 5

7 . 5

1 0 . 5

6 . 9

有効長L

( m )

9 . 0

1 1 . 0

3 . 9

1 0 . 5

8 . 5

8 . 5

7 . 5

1 1 . 5

7 . 4

有効長L

( m )

1 0 . 0

6 . 0

3 . 9

8 . 5

1 0 . 5

8 . 5

7 . 5

6 . 5

4 . 9

有効長L

( m )

5 . 0

2
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事業名
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33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事
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アンカー式落石防護柵 部材詳細図( /3)

アンカー式落石防護柵 部材詳細図(3/ 3)

S=1：2

高強度ひし形金網，緩衝装置等
RB300

上部下部ロープ

高力ボルト F 8 T

M 1 6 × 5 0

4 . 5

1 8

2
5

2
0

1
6

4
4

2 0 0

2 55 05 05 02 5

4

5 0

3
4

1
8

φ
1
7

2 55 05 05 02 5

2 0 0

φ
1
6

1 7 5 0

1 7 5 0

結合コイル(φ 5 )詳細図

縦ロープ

M 1 6× 5 0

高力ボルト F 8 T

φ
1
2

2 5

1
8

4
0

1
6

2 5 5 0 5 04 . 52 55 0

1
8

3
3

2 5 5 0
4

φ
1
7

高強度ひし形金網 詳細図

2 0 0 0

2 0 0 0

緩衝装置(φ 1 2㎜用 ) 詳細図緩衝装置(φ 16㎜用 ) 詳細図

1 5 01 5 04 2

φ
4.

0
5 2 5 2

上部ロープ、下部ロープ等組立図

ガイドロープ

上部ロープ（下部ロープ） 結合コイル

※注 スリップ余長は結合コイルに通さず配置する。

緩衝装置

高強度ひし形金網

(軟質塩ビ製キャップ )

ケーブルクリップ(φ 1 6用 ) 詳細図

5 0

4
7

2
3

R 8

3

4 5
°

φ
4

6 0°

6 0°

スリップ余長はケーブルクリップ等で留める。

5 0

8 @ 5 0 = 4 0 0

φ
5 0

φ 5

3
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図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町
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全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月
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公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

アンカー式落石防護柵 施工計画図

アンカー式落石防護柵 施工計画図

16

T-1-1

T-2

T-2-1

T-2-2

ブルーシート

ブルー
シート

Co

Co

ブルーシート

Co

Co

Co

Co

Co

g

g

大型土のう

g

Co

Co

Co

Co

105

110

90

95

10
0

105

110

115

120

11
5

120

1
1
0

1
0
5

1
0
0

100.30
100.05

99.98

99.98
99.90

100.36

100.32

100.27

100.31

100.24

100.51

100.81

99.91 101.69

101.23

101.86

102.53

108.79

103.11
99.87

97.68

97.57

97.6497.67

97.74

97.83

94.79

94.76

95.32

96.56

97.05

98.31

99.69

101.94

101.44

101.36

101.22

101.08

97.07

98.64

101.02

89.18

90.09

90.74

89.71

92.56

97.44

97.51

113.47

106.64

108.06

112.01

115.88

112.83

107.64

108.52

116.05

124.59

107.34

112.83

115.55

102.06

T-2-1

1 0 0 0 0
9 0 0 0

5 0 0 0

1 0 0 0 0
7 0 0 0

5 0 0 k g 積モノレール

施工フローチャート

アンカー、支柱位置測定

準 備 工

作業構台工（設置）

アンカー工

資機材搬入工

支柱・サポートユニット組立工

ネットユニット組立工

作業構台工（撤去）

運搬工（機材搬出）

後片付け

完了

平 面 図 S=1 : 2 5 0

N
O
1

NO3

N
O
4

N
O
2

I
P
1

I
P
2

I
P
3

I
P
4

B P

※モノレール延長 約 3 6 9 m

5 0 0 k g 積モノレール

3 0 0 0

A = 1 . 5 m 2

作業構台幅

3 0 0 0

A = 5 . 1 m 2

作業構台幅

5 0 0 k g積モノレール

削孔機

横 断 図 S=1 : 1 0 0

IP5

EP

13958

8713

899612610

N
O
1

N
O
2

8652
1274

5878

1365
2503

3603

10928

5130

6205

11196

2934 1113
1315

5102

8703
1440

I
P
2

N
O
4

アンカー式落石防護柵（ R B 3 0 0 , H = 3 . 5 m ） L = 4 8 . 0 m

7 0 0 0

作業構台（支柱・サイドアンカー）

作業構台（山側アンカー）

測点間距離
支柱・サイドアンカー 山側アンカー

BP 0.00 0.00
IP.1 5.30 2.40
№1 10.10 11.50
№2 10.00 10.00
IP.2 8.00 9.50

標準断面 3.80 5.00
IP.3 8.40 10.20
№4 3.90 1.40
IP.4 2.20 4.10
№3 1.60 4.40
EP 7.40 2.40
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ロープ掛工 展開図 ( 1 / 2 )

部材数量表

記号 名 称 規 格・寸 法 数 量

縦ロープ

横ロープ

クロスクリップ 大

m

m

巻付グリップ

計 算 式

1 6φ 3× 7 G /O

1 6φ 3× 7 G /O

1 6φ用

ターンバックル

ターンバックル継手 9 t× 5 0× 1 2 3

2 5φ J & E

岩部用アンカー

R 2 9 - 1 5 0 0土中用アンカー

個

本

個

個

本

本

* アンカー種別（岩部用・土中用）は、施工前に調査を行い、変更が必要な場合は設計計算書を基に監督員と協議すること。

* ロープ1本に対し連結部材相当を差し引く (巻付グリップ －0 . 2 0 m× 2 )

2 0 . 0 0 － 0 . 2 0× 2× 2＝ 1 9 . 2 01 9. 2

D 2 9 - 1 0 0 0

7 5 . 0 0 － 0 . 2 0× 2× 5＝ 7 3 . 0 07 3. 0

2× 5＝ 1 01 0

( 2＋ 5 )× 2＝ 141 4

2＋ 5＝ 7

2＋ 5＝ 7

7

7

2

1 2

部材数量表

記号 名 称 規 格・寸 法 数 量

縦ロープ

横ロープ

クロスクリップ 大

m

m

巻付グリップ

計 算 式

個

本

1 6φ 3× 7 G / O

1 6φ 3× 7 G / O

1 6φ用

ターンバックル

ターンバックル継手 9 t× 5 0× 1 2 3

2 5φ J & E

岩部用アンカー

個

個

本

R 2 9 - 1 5 00
本

土中用アンカー

2×2＝4

( 2＋ 2 )× 2＝ 8

2＋ 2＝ 4

2＋ 2＝ 4

4

8

4

4

* アンカー種別（岩部用・土中用）は、施工前に調査を行い、変更が必要な場合は設計計算書を基に監督員と協議すること。

* ロープ 1本に対し連結部材相当を差し引く (巻付グリップ －0 . 2 0 m× 2 )

D 2 9 - 1 0 00
2

6

2 0 . 0 0 － 0. 2 0× 2× 2＝ 19 . 2 01 9 . 2

2 4 . 0 0 － 0. 2 0× 2× 2＝ 23 . 2 02 3 . 2

1 2

N
o 1

ロ
ー

プ
長

縦

2

合
計

1
0
.
0
0

1
0
.
0
0

2
0
.
0
0

A

B

N
o 1

ロ
ー

プ
長

縦

2

合
計

1 2

1
0
.
0
0

1
0
.
0
0

2
0
.
0
0

B

D

A

C

E

合計

横
N o

ロープ長

A

B

C

D

E

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

7 5 . 0 0

横
N o

ロープ長

A

B

合計

1 2 . 0 0

1 2 . 0 0

2 4 . 0 0

2 ( N O . 1 8 ) 3 ( N O . 2 1 )

1

部材数量表

記号 名 称 規 格・寸 法 数 量

縦ロープ

横ロープ

クロスクリップ 大

m

m

巻付グリップ

計 算 式

1 6φ 3× 7 G / O

1 6φ 3× 7 G / O

1 6φ用

ターンバックル

ターンバックル継手 9 t× 5 0× 1 2 3

25φ J & E

岩部用アンカー

R 2 9- 1 5 0 0土中用アンカー

個

本

個

個

本

本

* アンカー種別（岩部用・土中用）は、施工前に調査を行い、変更が必要な場合は設計計算書を基に監督員と協議すること。

* ロープ1本に対し連結部材相当を差し引く (巻付グリップ －0 . 2 0m× 2)

3 6 . 00 － 0 . 2 0× 2× 3＝ 3 4 . 8 03 4 . 8

D 2 9- 1 0 0 0

9 0 . 00 － 0 . 2 0× 2× 6＝ 8 7 . 6 08 7 . 6

3× 6＝ 1 81 8

( 3＋ 6 )× 2＝ 1 81 8

3＋ 6＝ 9

3＋ 6＝ 9

9

9

3

1 5

1 2 3

N
o 1

ロ
ー

プ
長

縦

1
2
.
0
0

1
2
.
0
0

合
計

1
2
.
0
0

32

3
6
.
0
0

B

D

F

A

C

E

合計

横
N o

ロープ長

A

B

C

D

E

F

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

9 0 . 0 0

1 ( N O . 7 )

N o . 7
1 . 7 0 × 1 . 7 0 × 1 . 7 0

N o . 9
1 . 0 2 × 0 . 7 3 × 0 . 5 1

N o . 8
1 . 3 2 × 1 . 0 6 × 0 . 9 0

ロープ掛工 展開図( /2)

1 7

S=1:100



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

ロープ掛工 展開図 ( 2 / 2 )

2

部材数量表

記号 名 称 規 格・寸 法 数 量

縦ロープ

横ロープ

クロスクリップ 大

m

m

巻付グリップ

計 算 式

1 6φ 3× 7 G / O

1 6φ 3× 7 G / O

1 6φ用

ターンバックル

ターンバックル継手 9 t× 5 0× 1 2 3

25φ J & E

岩部用アンカー

R 2 9- 1 5 0 0土中用アンカー

個

本

個

個

本

本

* アンカー種別（岩部用・土中用）は、施工前に調査を行い、変更が必要な場合は設計計算書を基に監督員と協議すること。

* ロープ1本に対し連結部材相当を差し引く (巻付グリップ －0 . 2 0m× 2)

D 2 9- 1 0 0 0

3 0 . 00 － 0 . 2 0× 2× 2＝ 2 9 . 2 02 9 . 2

1 6 5 .0 0 － 0 . 2 0× 2× 1 1＝ 1 6 0 . 6 01 6 0 . 6

2× 1 1＝ 2 22 2

( 2＋ 1 1 )× 2＝ 2 62 6

2＋ 1 1＝ 1 3

2＋ 1 1＝ 1 3

1 3

1 3

1 3

1 3

横
N o

ロープ長

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

合計

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 5 . 0 0

1 6 5 . 0 0

J

I

B

D

F

H

A

C

E

G

K

N
o 1

ロ
ー

プ
長

縦

2

合
計

1 2

1
5
.
0
0

1
5
.
0
0

3
0
.
0
0

4 ( N O . 4 0 )

部材数量表

記号 名 称 規 格・寸 法 数 量

縦ロープ

横ロープ

クロスクリップ 大

m

m

巻付グリップ

計 算 式

個

本

1 6φ 3× 7 G /O

1 6φ 3× 7 G /O

1 6φ用

ターンバックル

ターンバックル継手 9 t× 5 0× 1 2 3

2 5φ J & E

岩部用アンカー

個

個

本

R 2 9 - 1 5 0 0
本

土中用アンカー

2× 2＝ 4

( 2＋ 2 )× 2＝ 8

2＋ 2＝ 4

2＋ 2＝ 4

4

8

4

4

* アンカー種別（岩部用・土中用）は、施工前に調査を行い、変更が必要な場合は設計計算書を基に監督員と協議すること。

* ロープ1本に対し連結部材相当を差し引く (巻付グリップ －0 . 2 0 m× 2 )

D 2 9 - 1 0 0 0

1 6 . 0 0 － 0 . 2 0× 2× 2＝ 1 5 . 2 0

1 6 . 0 0 － 0 . 2 0× 2× 2＝ 1 5 . 2 0

1 5. 2

1 5. 2

4

4

部材数量表

記号 名 称 規 格・寸 法 数 量

縦ロープ

横ロープ

クロスクリップ 大

m

m

巻付グリップ

計 算 式

1 6φ 3× 7 G / O

1 6φ 3× 7 G / O

1 6φ用

ターンバックル

ターンバックル継手 9 t× 5 0× 1 2 3

2 5φ J & E

岩部用アンカー

R 2 9 - 1 5 00土中用アンカー

個

本

個

個

本

本

2×4＝8

( 2＋ 4 )× 2＝ 1 2

2＋ 4＝ 6

2＋ 4＝ 66

6

1 2

8

* アンカー種別（岩部用・土中用）は、施工前に調査を行い、変更が必要な場合は設計計算書を基に監督員と協議すること。

* ロープ 1本に対し連結部材相当を差し引く (巻付グリップ －0 . 2 0 m× 2 )

2 0 . 0 0 － 0. 2 0× 2× 2＝ 19 . 2 01 9 . 2

1 2

0

D 2 9 - 1 0 00

6 0 . 0 0 － 0. 2 0× 2× 4＝ 58 . 4 05 8 . 4

1 2

N
o 1

ロ
ー

プ
長

縦

2

合
計

A

B

8
.
0
0

8
.
0
0

1
6
.
0
0

横
N o

ロープ長

A

B

合計

8 . 0 0

8 . 0 0

1 6 . 0 0

1 2

N
o 1

ロ
ー

プ
長

縦

2

合
計

1
0
.
0
0

1
0
.
0
0

2
0
.
0
0

A

B

C

D

横
N o

ロープ長

A

B

合計

C

D

15 . 0 0

15 . 0 0

15 . 0 0

15 . 0 0

60 . 0 0

5 ( N O . 8 4 ) 6 ( N O . 1 3 7 )

ロープ掛工 展開図( /2)

1 8

S=1:100

K
1 5 . 0 0



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

標準断面図 部品詳細図

1 0 0 0 ＋ 5 . 0

S = 1 : 5

ナット

岩 盤用アン カー S D 3 4 5 D 2 9 - 1 0 0 0

1 5 0 85 0

M 2 7 D 2 9

M2 7

5
0

9
ｔ

ター ンバック ル継手 9ｔ× 5 0× 1 2 3

S= 1 : 5 S= 1 : 2

クロスク リップ （大）

7 7 ± 1 . 0

4
.
5

±
0
.
4
5

6
0

±
1
.
0

M 1 2

B

L

S = 1 : 5

外径

ワイ ヤーロー プ

巻 付グリッ プ 1 6φ用

( 1 6φ 3× 7 G / O )

2 0 0

BLロープ径

1 6φ 1 1 0 0 ＋ 5 0

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ部詳細図

巻付グリップ

アンカー

Ｃ部詳細図

巻付グリップ

クロスクリップ

縦ロープ

横ロープ

Ａ部詳細図

ターンバックル

ターンバックル継手

アンカー

±
0
.
5

1 2 3 ± 3 . 0

±
0
.
8

角座金

4 . 5ｔ

8
0
(
1
2
0
)

4 8 . 6φ 3 5

使用しない箇所のみ )

(ターンバックルを

カラー

S = 1: 5

土中用ア ンカー R 2 9 - 1 5 0 0

ナット (下 )

自穿孔式アンカー R 2 9（山径 2 8 . 5 － 1. 0）

L＝ 1 5 0 0 ＋ 1 0. 0

4 . 5ｔ

8
0
(
1
2
0
)

ナット (上)

A - 0 - A´
A - 0 - A´

ビット(クロス) ビット(バリス )

( ビット は、現地 状況に 応じて使 い分ける ）

通 常はク ロス型ビ ット、硬 岩以上 の場合

バ リスビ ットを使 用する

3 5 0 ± 4 . 0

右ネジ W1左ネジW 1

左ネジW 1 右ネジW 1

2
5
φ

（アイボルト） （ジョ―ボルト）

ロッド部

パイプ部

S = 1 : 5

タ ーンバ ックル （ 2 5φ J & E）

＊部材は、溶融亜鉛めっき仕上げ(J I S H 8 6 4 1 H D Z - 3 5 等)

2 0± 1 . 0 4 6± 1 . 0

5
3
±

1
.
0

5
3
±

1
.
0

4 6± 1 . 04 0± 1 . 0

5 0＋ 1 . 0－ 0

6
8
±

1
.
0

3 8± 1 .0

5 0＋ 1 . 0－ 0

38± 1. 0

7
4
.
5
±

1
.
0

ロープ掛工 標準断面図・部品詳細図

ロープ掛工 標準断面図・部品詳細図

1 9



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

E、J

G

D

I

H

B、C

A、F

ロープ

ロープ

ロープ

Sプレート

Sプレート

ロープ

ロープ

バランスプレート A

ロープ

ターンバックル

ロープ

Ｓクリップ

ロープ

バランスプレートB

ターンバックル

ロープ

バランスプレートC

巻付グリップ

ロープ

バランスプレートC

ロープ

三方Ａクリップ

G Tアンカー

G Tアンカー

巻付グリップ

ロープ

端部ロープ

ターンバックル

バランスプレートA

巻付グリップ

(設置困難な箇所はワイヤークリップ)

クロスクリップ

テンションバー

バランスプレートB

バランスプレートA

D部詳細図

C部詳細図

B部詳細図

E部詳細図

F、J部詳細図

I部詳細図

H部詳細図

G部詳細図

A部詳細図

ロープ伏工 標準断面図

ロープ伏工 標準断面図

2 0

S=1:100



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

イ部詳細

2 .5 0

2
.
5
0

3
. 5
0

A

B

A

部材数量表

架設面積

記号 名 称 規 格・寸 法 数 量

縦ロープ・横ロープ

斜めロープ

外周ロープ

m

m

架設内
補助縦横ロープ

補助斜めロープ

個

本

本

R 2 9 - 1 5 0 0

個

個

個

個

個

個

個

個

本

本

個

m

実延長

本

端部ロープ

（アイロック）

本

本

1 2φ 3× 7 G / O

〃

〃

〃

〃

小

4 . 5× 1 0 0× 6 0

6 t × 5 0× 2 6 0

2 2φ E &E

小

9ｔ×1 8 0× 1 25

D 2 9 - 1 0 0 0

R 2 9 - 1 5 0 0

D 2 9 - 1 0 0 0

6ｔ×2 0 0× 2 00

6ｔ×2 0 0× 1 70

6ｔ×2 0 0× 2 00

1 6φ 3× 7 G / O

L =2 . 0

( R型鋼板付)

巻付グリップ

バランスプレートC型

バランスプレートB型

バランスプレートA型

土中用端部アンカー

岩部用端部アンカー

土中用交点アンカー

岩部用交点アンカー

Sプレート

三方Aクリップ

ターンバックル

Sクリップ

ワイヤークリップ

巻付グリップ

クロスクリップ

1 2φ用

1 2φ用

1 6φ用

テンションバー

* 縦、横、斜めロープ1本に対し連結部材相当を差し引く

(ターンバックル等 -1 . 0 0 m、巻付グリップ -0 . 1 6 m× 2 )

* 斜めロープは天端より下辺までロープを1本で構成する

* 外周ロープは 50 m /本 以下で構成する
外周ロープ1本に対し連結部材相当を差し引く
(ターンバックル -0 . 3 0 m、巻付グリップ -0 . 1 6 m× 2 )

* 端部ロープに使用する

* 実延長は、補助ロープ両端の折返し長を含む

(端部折返し長 +0 . 6 0 m× 2 )

* 主ロープの2スパンに 1個

m 2

m

m

m

m

m

m

m

本
R 2 9 - 1 5 0 0土中用端部アンカー

* 巻付グリップが設置困難な箇所に使用

* 端部折り返し部に 4個

* ロープの端末処理に使用 (両端 2本)

* 主ロープ 1本に 1個

* 岩塊を押 え込むこ とがで きない箇 所におい ては、 適宜アン カーの増 設を検討 するこ と。

* アンカ ー種別（ 岩部用・ 土中用 ）は、施 工前に調 査を行い 、

変 更が必要 な場合は 設計計 算書を基 に監督員 と協議す ること 。

C

C

A

B

C

BA

BA

56

0

3

3 0 0 .0

1 8 5 .3

3 1 4 .9

7 3 .8

5 7 4 . 0

2 3 5 .2

2 3 5 .2

3 2 8 .6

3 3 7 .0

5 6 3 . 8

5 7 2 . 2

1 92

1 38

1 29

1 10

31

30

34

37

9

9

9

9

18

16

11

H

G

F

E

D

C

B

98765432

A

1

8’7’6’5’4’3’2’1’

G’

F’

E’

D’

C’

B’

A’

A

A

A

BB

A

A

A

A

C

C

A

1
7
.
5
0

B

B B B
C

A

A

A

A

A

A

A

B B B B B

A

イ 部

20.00

ロープ伏工 展開図

ロープ伏工 展開図

2 1

S=1:100



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

1 1 0 0 + 5 0 20 01 6φ 3 0 ± 1 5

ロープ径

1 2φ

L

9 0 0 +5 0

B

16 0

K

3 0 ± 1 5

4 0 0 0± 2 0 0

3 0 0 0± 2 0 0

2 0 0 0± 2 0 0

L = 4 .0

L = 3 .0

L = 2 .0

名称

2 0 0 ± 5 01 6φ

2 0 0 ± 5 01 6φ

2 0 0 ± 5 01 6φ

Aロープ径 B

2 6 0 ± 1 0

ロックアンカー D 2 9

A B

L

B

K

5
0

±
0
.
6
0

6 ｔ ± 0 . 15

L ＋ 5 .0

M 2 7

B

4
.
5

5 0 ± 2 . 0

± 0 . 5 5 1 8 0 ± 2 . 0

1
2
5

±
2
.
0

3 0

1
0
0

±
2
.
0

± 0 . 5 0

M 1 6

3
.
2

±
0
.
2
4

M 1 0

6 6 ± 1 . 0

外径

M
2
2

1 3 5 ± 2. 0

( J I S B 2 8 09 )S = 1 : 1

S = 1 : 4

S = 1 :2 S =1 : 4

S = 1: 4

S = 1 : 4

S =1 : 1 0

S = 1: 1 0

巻付グリップ 1 2φ（1 6）用

端部ロープ（アイロック）1 6φ用

テンションバー

ナット M 2 7

三方Ａクリップ（小）

Sクリップ

( 1 2φ用)

ワイヤークリップ

クロスクリップ（小）

Sプレート

( 12φ 3× 7 G / O )

ワイヤーロープ

ターンバックル ( 2 2φ E & E)

4 . 5 ± 0 . 4 5

7 0 ± 2. 0

S =1 : 5

S = 1 : 4

6
0

±
1
.
0

6
0

±
1
.
0

1 0 0 ± 1 . 0

S = 1 : 5S = 1 : 5

S = 1 : 5

バランスプレートCバランスプレートB

バランスプレート A

6 ± 0 . 5 2 0 0 ± 2 . 0

1
8
φ

3
1
φ

1
7
0

±
2
.
0

± 2 . 04 2 . 7φ

M 1 6

6 ± 0 . 5

2
0
0

±
2
.
0

3
1
φ

1
8
φ

2 0 0 ± 2 . 0
4 2 . 7φ

M 1 0

± 0 . 8± 0 . 5

5
7

±
2
.
0

3 7 ± 2 . 04 2 . 7φ

M 1 0

5
7

±
2
.
0

1
8
φ

3
1
φ

4 2 . 7φ

M 1 0

4 2 .7φ 3 8 ± 2 . 0

3 8 ± 0 . 89 ± 0 . 5

1
6
8

±
2
.
0

4 2 . 7φ

4 2 . 7φ

M 1 6
M 1 6

M 2 4

M 1 6

M 2 4

M 1 6

岩部用アンカー S D 34 5 D 2 9

S = 1 : 1 0

L = 2 0 00

L = 1 5 00

L = 1 0 00

アンカー長

1 50 ( M 2 7 )2 00 0

1 50 ( M 2 7 )1 50 0

1 50 ( M 2 7 )1 00 0

BL ナット

2

2

2

±
0
.
4
5

6

9

9 2 5

1 5

± 0 . 8

2 59

± 0 . 5

5
7

±
2
.
0

± 2 . 0

1 6

± 2 . 0

1 5
6 ± 0 . 5 2 0 0 ± 2 . 0

2
0
0

±
2
.
0

± 2 . 0

1 5

± 2 . 0

1 6
± 0 . 8

2 59

± 0 .5

角座金、カラー

使用した場合のみ )

(控えアンカーとして

4 8 . 6φ 3 5

4 . 5ｔ

8
0
(
1
2
0
)

ナット(下)

カップラー

A - 0 - A´
A - 0 - A´

ビット(クロス)

自穿孔式アンカー R 2 9（山径 2 8 . 5 － 1 . 0）

L＝ 1 5 0 0又は、 10 0 0 ＋ 1 0 . 0

S =1 : 5

1

1

0

L = 2 50 0

L = 2 00 0

L = 1 50 0

アンカー長

11 50 0＋ 1 0 0 0

11 00 0＋ 1 0 0 0

115 0 0

ビット自穿孔 カプラー ナット

2

2

2

土中用アンカー R 2 9

角座金

4 . 5ｔ

8
0

使用した場合のみ)

(ＧＴアンカーとして

ナット(上)

ビット (バリス)

(ビットは、現地状況に応じて使い分ける）

通常はクロス型ビット、硬岩以上の場合

バリスビットを使用する

※1.テンションバー（張力維持具）

※2.バランスプレート

季節によるワイヤーロープの緩み緊張を緩和し年間を通じてワイヤーロープの張力を保持する部材。

ワイヤーロープの張力を分散させる構造になっており、抑止力を均等にさせる部材。

仕様部材の特徴

※ 部材は、溶融亜鉛めっき仕上げ(J I S H 8 6 4 1 H D Z - 3 5 等)

(※1 )

(※ 2)

(※2 ) (※2 )

S = 1 : 5

29 3 ± 5 . 0

2
2
0

±
5
.
0

7 5 ± 2 . 0

φ
2
8

ベ クトル板 6 0 0 ± 2 . 0

2
7
7

±
1
0
.
0

R 型鋼板

6

2 0± 1 . 0 4 6± 1 . 0

5
3
±

1
.
0

5
3
±

1
.
0

4 6± 1 . 040± 1. 0

1 2 0± 1 . 0 φ
3
8
±

1
.
0

5 0＋ 1. 0－ 0

6
8
±

1
.
0

3 8± 1 . 0

5 0＋ 1 . 0－ 0

3 8± 1 . 0

7
4
.
5
±

1
.
0

G Tアンカー

9 ±0 . 5 5

φ 3 0

± 0 . 50

M2 4

ロープ伏工 部品詳細図

ロープ伏工 部品詳細図

2 2
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図面種類
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工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の
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TEL
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工事名
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公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事
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T
-
1

T
-
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1

T
-
2
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2

T
-
1
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1

T
-
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-
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F M

M

M

D

M
M S

K
K

K K

d
2

T
-
1
-
3

T
-
1
-
2

T
-
2
-
1

ロープ伏工 _A = 3 0 0 . 0 m 2

7
1 3 7

ロープ掛工5 ( NO . 8 4 )

ロープ掛工4 ( NO . 4 0 )

ロープ掛工3 ( N O . 2 1 )

ロープ掛工2 ( N O .1 8 )

ロープ掛工6 ( N O. 1 3 7 )

ロープ掛工 1( N O . 7 )

破砕工3 ( N O . 5 )

破砕工2 ( N O . 4 )

破砕工1 ( N O . 3 )
N
O
1

N
O
3

N O 4

N
O
2

I
P
1

I P
2

I P 3

I P 4

I P 5

B
P

E
P

準 備 工 （ 斜 面 整 理 工 ）

マ ー キ ン グ

資 材 搬 入

ア ン カ ー 設 置

ロ ー プ 架 設

部 品 取 付 け ・ 仕 上 げ

ロープ掛工 _施工フローチャート

準 備 工 （ 斜 面 整 理 工 ）

マ ー キ ン グ

資 材 搬 入

ア ン カ ー 設 置

ロ ー プ 架 設

部 品 取 付 け ・ 仕 上 げ

テ ン シ ョ ン バ ー 設 置

補 助 ロ ー プ 設 置

ロープ伏工

1 .準備工

親網の取付は法肩より 2 m以上入った立木（φ 2 0㎝以上）に 2箇所以上を緊結します。

立木のない場合は下図のようにアンカーを打設し、使用します。いずれの場合も 2点取りを

原則とします。架設範囲内で施工の妨げとなる倒木や小木・雑草等を除去します。

(岩部用)

マーキングしたアンカー位置に、削孔機（先端ビット）をセットし、

規定長（ロッド長－ 2 0 0 m m）まで削孔を行い、削孔後スケールを

孔内に挿入し削孔長の確認を行います。削孔長の確認後、固定

剤（特殊セメント）を孔底まで挿入し、アンカーを挿入します。規定

の長さまで挿入後、定着させ 設置完了

(土中用)

マーキングしたアンカー位置に、削孔機をセットし、シャンクアダプタとアンカー、

ビットを取付け削孔（自穿孔）を行います。規定長（使用 ｱ ﾝ ｶ ｰ長 － 2 0 0 m m）を確保し、

アンカー体を挿入したら、注入アダプターをアンカー頭部にセットし適度な粘度に調整した

セメントミルクをグラウトポンプにて注入します。

注入したセメントミルクがアンカー体中空を通り先端より流出し孔底より充填

され、孔口からオーバーフローしたら 注入定着完了

マーキングにて割出した寸法にワイヤーロープを切断し端部片方に巻付グリップをセットします。

架設位置までの人力作業で持上げ、ロープにセットされた巻付グリップを先に設置したアンカー

に取付固定し、架設内の交点アンカーを通して反対端部より張線器を使用し張上げます。

この時、立木等がない場合は、アンカーを共有し固定します。（各部品を緩めた状態で通しておく）

端部アンカーの設置には、張線器を使用し、巻付グリップで固定します。

各部品（クロスクリップ・Ｓクリップ等）は、所定の数量を不足のないように、

美観も考慮して取付けます。

2 .マーキング

ロープ伏工は、ワイヤーロープを斜面に沿わせて架設するため、

縦ロープ、横ロープ間隔は斜面の凹凸の影響を受けやすいので、架設区域の端部

もしくは中央部のいずれか通りの良い箇所に法長方向及び延長方向にロープ間隔

基準軸を設けます。基準軸が決まったら、法長方向基準軸に対しては横ロープ間隔、

延長方向基準軸に対しては縦ロープ間隔を割付けます。又ロープ間隔は広がり過ぎ

ないように割付け、原則として設計間隔の + 2 5 %以内としこれ以上となる場合は、

基準軸の補正を行います。

3 .アンカー設置工

4 .ロープ設置工

5 .部品取付け・仕上げ

6 .片付け

機材設置場所等は復元し、材料片・伐木等は清掃除去します。

平 面 図 S= 1 : 2 5 0

作業手順（参考）

ロープ掛工・ロープ伏工 施工計画図

ロープ掛工・ロープ伏工 施工計画図

2 3

5 0 0 k g積モノレール
ルート B

5 0 0 k g 積モノレール
ルート A



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名
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公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事※ 転石の小割は、斜面の下に人がいないことを確認して実施すること。

※ 転石の破砕にあたっては、できるだけ、岩石の摂理に沿って亀裂を発生させるように穿孔すると効果的である。

N o . 3

N o . 5

N o . 4

W = 4 7 . 3 2 0 k N
E = 8 4 . 5 0 0 k J

W = 3 5 . 2 3 5 k N
E = 7 0 . 8 7 0 k J

W = 7 8 . 9 3 8 k N
E = 1 5 6 . 5 3 k J

2 分 割 以 上 に す る こ と

2 分 割 以 上 に す る こ と

4 分 割 以 上 に す る こ と

W = 2 3 . 6 6 0 k N
E = 4 2 . 2 5 0 k J

W = 1 7 . 6 1 8 k N
E = 3 5 . 4 4 0 k J

W = 1 9 . 7 3 5 k N
E = 3 9 . 1 3 0 k J

N o . 1

N o . 6

N o . 2

W = 2 . 2 0 9 k N
E = 5 . 4 6 0 k J

W = 1 3 . 2 8 7 k N
E = 1 7 . 6 0 0 k J

W = 1 0 . 2 1 0 k N
E = 4 8 . 7 6 k J

破砕 工 （セ リ矢 ） 破砕 工（ セ リ矢 ）

S=1:20

転石破砕（セリ矢）計画図

転石破砕（セリ矢）計画図

24

0 . 5 6 × 0 . 5 6 × 0 . 2 7

0 . 8 4 × 0 . 7 8 × 0 . 7 8

1 . 0 2 × 0 . 7 7 × 0 . 5 0

1 . 3 0 × 1 . 2 5 × 1 . 1 2

1 . 6 9 × 0 . 9 9 × 0 . 8 1

1 . 8 0 × 1 . 6 7 × 1 . 0 1
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TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

V=1: 20
S=1:100

S
=
1
/

2
0

S=1/100

擁壁・防護柵復旧工 縦断図

擁壁・防護柵復旧工 縦断図

4 2 m * 5 本

ワ イ ヤ ー 取 替

擁 壁 補 修 工
型 枠 : A = 3 . 5 * 0 . 5 = 1 . 7 5 m 2
C o : V = 3 . 5 * 0 . 5 * 0 . 2 = 0 . 3 5 m 3

支 柱 ( H 鋼 ) 2 本 金 網
8 . 0 ｍ
3 . 2 φ × 5 0 × 5 0 H = 1 . 5

2 5
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図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

ロックフェンス一般図

ロックフェンス一般図

2 6

正面図 S=1/20

（山側視）

RF-5-BP (Znめっき)

部 品 明 細 表

寸 法 (mm) 表面処理

金 網

ワイヤ

中間支柱

Uボルト

ベースプレート

角Uボルト

索端金具

間隔保持材

Uボルト

構
成

3.2φ×50×50

4.0φ 2本

H-200×100×5.5×8

M12×40×60

M10×30×60

25t×400×400

M27×60

7φ

M8×60×40

4.5t×65×680

H-150×150×7×10

M12×40×60

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

Znめっき

※ボルトM27×60は強度区分8.8とする

ケ
ー

ブ
ル

中
間

支
柱

端
末

支
柱

間
隔

ワイヤロープ 3×7 18φ Znめっき

25φ×500

保
持

材

端末支柱側面図 S=1/20 中間支柱側面図 S=1/20

端末支柱金網取付部詳細図 S=1/2

30

15
00

48
0

10
20

15
00

17
5

45°

ワイヤロープ

3×7 18φ

中間支柱
H-200×100×5.5×8-1475
25t×400×400

4.0φワイヤ

4.0φワイヤ

Uボルト

M10×30×60
Uボルト

M12×40×60

間隔保持材

2-4.5t×65×680

索端金具

25φ×500

端末支柱
H-150×150×7×10-1475
25t×400×400

金網

3.2φ×50×50

サポート
2-[-125×65×6×8-1483
2-25t×150×500

300 627 400

1020

200

25

35
25

300

アンカーボルト
4-D25(M24)×750
各2N,1大W

90
66

0 75
0

10
0

70
080
0

300

アンカーボルト
8-D29(M27)×800
各2N,1-PL-6t×72φ(内径 30φ）

25

3000

1500 1500

@3000

バインド線

1500mm間隔（端部は750mm）

4@
30

0=
12

00
10

0

15
00

400

200

40
0

30
0

400

300

30
0

40
0

527 500

400

15
0

21
5

部 品 名

60

40

150

15
0

金網

3.2φ×50×50
金網止め丸棒

7.0φ

角Uボルト

M8×60×40

サポート [-125×65×6×8

D29(M27)×800 Znめっき

Znめっき

アンカーボルト D29(M27)×800

25t×150×500 Znめっき

Znめっき

端末支柱

アンカーボルト

ベースプレート

ボルト

金網止め丸棒

ベースプレート 25t×400×400 Znめっき

アンカーボルト D25(M24)×750 Znめっき

*下り勾配の場合、各勾配により、サポートアンカー位置、ピッチ等がそれぞれ異なりますのでご注意下さい。

（山 側）

平面図 S=1/20

（道路側）
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TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075
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TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

擁壁・防護柵復旧工_展開図

27

擁壁・防護柵復旧工 展開図

擁壁工（復旧）

5
0
0

200

擁壁工（復旧） 数量計算

種 別

一般型枠

規 格 計 算 式

＝ 1.75

単位

m2

一式当り

数 量

1.8小型一般 3.5*0.5

コンクリート ＝3.5*0.5*0.2 0.35 m3 0.35σck=18N/mm2

コンクリートがら 無筋 ＝

コンクリート
カッター

＝ m8.00 8.000.50+0.50+3.50+3.50

m33.5*0.5*0.2 0.35 0.35

正面図 断面図

3 5 0 0

落石防護柵工（復旧） 数量計算

種 別

金網

規 格 計 算 式

＝ 8.00

単位

m

一式当り

数 量

8.003.2φ×50×50 H=1.5m 8.00

ワイヤロープ ＝42.00 42.00 m 42.003×7 G/O 18φ 5本

ワイヤ 4.0φ 2本 ＝ m8.00 8.00

アンカーボルト D25(M24)×750 ＝

＝ 個25.00 25.002.00*5.00+3.00*5.00

本2.00*4.00 8.00 8.00

8.00

中間支柱

Uボルト
＝ 個4.00 4.002.00*2.00

H-200×100×5.5×8

M10×30×60

M12×40×60

＝ 本2.00 2.002.00

間隔保持材 4.5t×65×680 ＝ 本3.00 3.003.00

S=1:30

防護柵工（復旧）

新旧ｺﾝｸﾘｰﾄ用
接着剤

＝ m2（0.5+0.2）*3.5 2.45 2.45

ワイヤロープ
3×7 18φ

4.0φワイヤ

Uボルト

M10×30×60
Uボルト

M12×40×60

間隔保持材

2-4.5t×65×680

金網
3.2φ×50×50 H=1.5

200

8000

4500 1500

バインド線

1500mm間隔（端部は750mm）

中間支柱
H-200×100×5.5×8-1475
25t×400×400

4.0φワイヤ

200 200

10001000

45°

200200

42000



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

法面工 縦排水溝 小構造物 構造図

法面工 構造図

注)当計画における吹付法枠は、突出型である。

S=1:50

中詰材
ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ t=10cm

2 9 1 . 6 0 0 2 9 1 . 6 0 7 0 . 7 6（ 1 . 8 0 × 1 . 6 2 0 × 5 × 1 0 ） × 2 ( 補 修 工 で 計 上 ）ﾎ ﾟ ｰ ﾗ ｽ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ t = 1 0 c m

跳水防止用蓋（GRC）
t=10.0mm

跳水防止用蓋（GRC）
t=10.0mm

縦排水工 構造図

小構造物

水 切 り ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 0 . 0 0 0 ｍ 3 0 . 0 0 0 . 0 0V = 0 ( 補 修 工 で 計 上 ）σ c k = 1 8 N / m m
２

水切りコンクリート

σck=18N/mm
２

現 場 吹 付 法 枠 工 （ F 2 0 0 2 0 0 0 × 2 0 0 0 ） 単 位 数 量 計 算

種 別

面 積

枠 長

主 ア ン カ ー

補 助 ア ン カ ー

鉄 筋

打 設 モ ル タ ル

目 地 材

規 格

F 2 0 0 2 0 0 × 2 0 0

D 1 6 × 7 5 0

D 1 0 × 4 0 0

D 1 0

1 ： 4

t = 1 0 ㎜

計 算 式

A =

L =

N =

N =

W =

V =

A =

（ 2 0 . 2 0 × 1 0 . 2 0 ） × 2

（ 1 0 . 2 0 × 1 1 + 1 . 8 0 × 6 × 1 0 ） × 2

（ 6 × 1 1 ） × 2

（ 6 × 2× 1 0 ） × 2

（ （ 1 0 . 0 0 × 4 × 1 1 + 2 0 . 0 0 × 4 × 6 ） × 0 . 5 6 / 1 0 0 0 ） × 2

（ （ 1 0 . 2 0 × 1 1 + 1 . 8 0 × 6 × 1 0 ） × 0 . 2 0 × 0 . 2 0 ） × 2

0 . 2 0 × 1 0 . 2 0

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

4 1 2 . 0 8 0

4 4 0 . 4 0 0

1 3 2 . 0 0 0

2 4 0 . 0 0 0

1 . 0 3 0

1 7 . 6 1 6

2 . 0 4 0

単 位

ｍ 2

ｍ

本

本

ｔ

ｍ 3

ｍ 2

数 量

4 1 2 . 0 8 ｍ 2 当 り

4 1 2 . 0 8

4 4 0 . 4 0

1 3 2 . 0 0

2 4 0 . 0 0

1 . 0 3

1 7 . 6 2

2 . 0 4

1 0 0 . 0 0 ｍ 2 当 り

1 0 0 . 0 0

1 0 6 . 8 7

3 3

5 8

0 . 2 5 0

4 . 2 7

0 . 5 0

200 1800

2000

200 1800

2000

200 1800

2000

200 1800

2000

200 1800

2000

200 1800

2000

200 1800

2000

200 1800

2000

200 1800

2000

200 1800

2000

200

20200

2
0
0

1
8
0
0

2
0
0
0

2
0
0

1
8
0
0

2
0
0
0

2
0
0

1
8
0
0

2
0
0
0

2
0
0

1
8
0
0

2
0
0
0

2
0
0

1
8
0
0

2
0
0
0

1
0
2
0
0

中 詰 材 ＝ ｍ 2A =

＝

補助アンカー

D10×400

主アンカー

D16×750
目地材(エラスタイト)

t=10

18
00

20
00

主アンカー

D16×750

主アンカー
D16×750

ラス金網（φ2×50×50）

敷モルタル

U型側溝300×300型 単位数量計算

種 別

基面整正

敷モルタル

U型側溝

規 格

1：3

300×300型

計 算 式

0.30×10.00

0.30×0.03×10.00

＝

＝

＝

3.000

0.090

10.000

単位

ｍ2

ｍ3

m

10.0m当り

数 量

3.00

0.09

10.00

16
00

現場吹付法枠工（F200 2000×2000）

現場吹付法枠工 詳細図法枠工断面図
S=1:10 S=1:20

法 肩 排 水 工 （ ヤ ゲ ン ） S = 1 : 2 0

W = 0 . 9 0

t
=
1
0
0

9 0 0

擦り付け

法 枠 工 等

1 0 . 0 ｍ 当 り

工 種 規 格 数 量 単 位

モルタル吹付 ｍ
29.0σck=18N/mm

２

モルタル吹付
σck=18N/mm

２

2
0
0

数 量 表

100～150
（縦排水溝への縦断勾配を考慮すること）

45
11

0
45

20
0

45 110 45

200

主鉄筋 D10
中詰材
ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ t=10cm

1:
1.
2

t = 1 0 . 0 m m

水切りコンクリート
σck=18N/mm

２

2 0
0

5 0

1 0 0

5 0 5 0

1 0 0

5 0

2 0 0 3 0 0 2 0 0

7 0 0

5
0

1
0
0

5
0

5
0

1
0
0

5
0

2
0
0

2
0
0

3
0
0

1
0
0

4
0
0

跳 水 防 止 用 蓋 （ G R C ）

ラ ス 金 網

φ 2 5 0 * 5 0

鉄 筋 D 1 0

L = 0 . 6 m
鉄 筋 D 1 0

モ ル タ ル 吹 付

※ 斜 線 部 分 は 、 法 枠 工 で 計 上 。

2 0 0 3 0 0 2 0 0

7 0 0

1
0
0
0

1
0
0
0

2
0
0
0

1
0
.
0
0

L = 0 . 6 m

鉄 筋 D 1 0

鉄 筋 D 1 0

L = 1 0 . 0 m

主 ア ン カ ー D 1 6

L = 0 . 7 5 m

ラ ス 金 網

φ 2 5 0 * 5 0

主 ア ン カ ー

主 ア ン カ ー （ 法 枠 工 で 計 上 ）

縦 排 水 路 工

断 面 図 S = 1 : 2 0 縦 断 面 図 S = 1 : 2 0

300

4
5

3
0
0

3
4
5

300

3
0

U型側溝 S=1:20

300×300

側 面 図 S = 1 : 5 0

1:1.20

1000

1000

W=0.9m
法肩排水路溝工

L=2.00m
U型側溝 300×300

縦排水路

2 8

ﾕﾆｯﾄ式ﾌﾘ-ﾌｫ-ﾑ

主 ア ン カ ー

鉄 筋

モ ル タ ル

ラ ス 金 網

Ｄ16 L= 0.75

Ｆ 200

φ2－50×50

種 別 規 格

Ｄ 10 48.16

1.10

3.00

20.00 m

㎏

kg

m3

m2

数 量 単 位計 算 式

縦 排 水 工 数 量 計 算 表 （10.0 ｍ当たり）

11.70

σck=18 N／mm2

10.0×2

（10.0×4×2＋0.60×10.0）×0.56kg/m

0.30×10.0

5.0×2×0.75×1.56㎏/m

（0.20×0.20×2＋0.30×0.10）×10.00



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075
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TEL

事業名

工事名
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公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

法面工(復旧) S=1:50

NO.2

I
P
.
2

1 2

3

4

5

6

7

8

9

10

1.728

1.
90
4

2
.
6
2
9

1.728

1.
90
4

7.350

4
.
2
1
0

2.
00
4

4.224

3
.
1
6
8

4.0
52

3.605

6
.
3
4
8

3
.
1
6
8

0.424

6
.
3
5
4

6
.
0
6
1

2
.
1
9
1

3
.
8
7
3

1.602

3
.
9
9
6

3
.
4
5
2

2.01
3

記号 ａ ｂ ｃ ｓ 面積 ㎡

面積 ㎡

1 1.728 1.904 2.629 3.131 1.645

2 2.629 1.728 1.904 3.131 1.645

3 7.350 4.224 4.210 7.892 7.601

4 4.210 3.605 2.004 4.910 3.610

5 4.224 3.168 4.052 5.722 6.046

6 3.605 6.348 3.168 6.561 3.744

7 6.061 0.424 6.354 6.420 0.955

8 6.061 2.191 3.873 6.063 0.321

9 3.873 1.602 3.996 4.736 3.079

10 3.996 3.452 2.013 4.731 3.477

34.663

0.3
00 0.7

00

1.7
000.423

1.0
58

4.0
52

法肩排水路工

L＝(4.052+1.058+0.423+1.700+4.052+0.200+0.300+0.200+0.424+0.700)*0.5
＝6.554（ｍ）

法枠工（F200）求積表（中詰材：ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ t=10cm：補修工で計上）

= a+b+c
2

A=s(s-a)(s-b)(s-c)

s

ヘロンの公式

法面工 展開図

法面工（復旧） 展開図

29

11
0.20

0

6
.
3
5
4

6
.
3
6
6

12
0.20

0

6
.
3
5
4

13

0.20
0

6
.
3
6
6

14
0.2

00

11 0.200 6.354 6.366 6.460 0.635

12 6.366 0.200 6.354 6.460 0.635

13 0.200 6.354 6.366 6.460 0.635

14 0.200 6.354 6.366 6.460 0.635

縦 排 水 路 延 長
L = 6 . 3 5 m

U 型 側 溝
L = 2 . 0 m



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課
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TEL
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33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

26.1

24.4

27.7

21.9

28.5

27.0

25.8

23.0

河頭橋

ＮＴＴ鹿児島電報電話局河頭分局

河頭ちびっこ広場

80

9
0

70

5
0

河頭橋

斜 面 設 置 型 防 護 柵

急 崖 箇 所 予 防 工

モノレール設置ルート図

S=1:1000

モノレール設置ルート図

作業構台工

（ルートA）モノレール延長 約 2 0 4 m

モ
ノ

レ
ー

ル
延

長
約

1
6
5
m

モ
ノ

レ
ー

ル
延

長
約

9
9
m

モノレール延長 約 1 0 5 m

（
ル

ー
ト

B
）

モ
ノ

レ
ー

ル
延

長
約

2
6
4
m

3 0



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の

099-251-7075

令和６年１２月作 成 年 月

公共土木施設災害復旧事業

TEL

事業名

工事名

33

公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

施設補修工（取付水路工・帯工）

1：100

1：
1
00

DL=95.00

100.00

105.00

110.00

B
.
P

+
1
.
5

+
4
.
6

+
9
.
0

E
.
P

0
.
0
0

1
.
5
0

3
.
1
0

4
.
4
0

6
.
0
0

0
.
0
0

1
.
5
0

4
.
6
0

9
.
0
0

1
5
.
0
0

1
0
0
.
3
8

1
0
1
.
7
8

1
0
1
.
3
8

1
0
1
.
7
1

1
0
4
.
2
2

勾配

計画高

地盤高

追加距離

単距離

測点

平面図
S=1:100

縦断図
S=1:100

横断図
S=1:100

1
0
1
.
7
4

1
0
1
.
3
3

1
0
1
.
6
4

埋戻コンクリート

350 2000 350

1500 2700 1500

5700

種類

コンクリート

床掘

数量

0.8

2.0

単位

m
2

m
2

基礎砕石 1.7 m

基面整正

1:
0.

5

1:0.5

400
500

400

150 1300 150

50 1600 50

1700

1
5
0 8
0
0

1
5
0 9

5
0

帯
工

1
:
0
.
2

1:
0.
6

1:
0.

51:0.5

150 150

50 3000 50

3100

1.7 m

種類

コンクリート

床掘

数量

0.9

1.4

単位

m
2

m
2

基礎砕石 3.1 m

基面整正 3.1 m

種類

コンクリート

床掘

数量

-

9.9

単位

m
2

m
2

基礎砕石 - m

基面整正 - m

張コンクリート取壊し(t=10cm)

A=16.0m2（CAD求積）

張コンクリート(t=10cm)

A=27.8m2（CAD求積）

360
0取付水路

800
帯工

3600
140

660

取付水路 800

モルタル吹付取壊し(t=5cm)
A=13.2m2(CAD求積）

2
7
6
3

2
1
7
7

1
5
0 7
0
0

1
0
0 8
5
0

型枠 m4.0

10
60

95
0

型枠 3.6 m

補修図（1/3）

B.P

DL=100.00

FH=
GH=100.38

+1.5

DL=100.00

FH=101.74
GH=101.78

+4.6

DL=100.00

FH=101.33
GH=101.38

防護柵

防護柵

450暗渠

U-450

450暗渠

450R暗渠

E.P(+15.0)

DL=105.00

FH=
GH=104.22

1:
0.
4

U-450

450暗渠

450
R暗

渠

H=100.00
KBM.1

99.54

99.54

99.74

99.78

100.06

G

U-240

U-450

G
G

G

450暗渠

450R暗渠

猪取柵
蜂箱

ﾌｧﾝ

U-240

104.24

103.14
102.02

101.75

101.41

99.57

100.38

101.38

101.19

101.76

100.38

102.18

105

1
0
5

H=101.380

H=100.00

T-1

KBM.1

+
4
.
6

B
.
P

+
9
.
0

E
.
P

+
1
.
5

+9.0

DL=100.00

FH=101.64
GH=101.71

+9.0

+8.2

張コンクリート取壊し(t=5cm)
A=8.0m2（CAD求積）

張コンクリート(t=10cm)
A=10.0m2（CAD求積）

31

補修図（1/3）

+
8
.
2



鹿児島市 建設局 建設管理部 河川港湾課

図面種類

図面番号

工事場所 鹿児島市 犬迫町

TEL大福コンサルタント株式会社

全 の
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TEL

事業名

工事名
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公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事

補修図（2/3）

帯工構造図

1:
0.
6

1
:
0
.
2

掘
削

高
さ

ｈ

500

1 2

31
5
0
0

7
0
0

2
2
0
0

660

800

1100

1
5
0
0

7
0
0

1 2

3

1500 1500

4860

1430 1430

3060

1
5
0
0

7
0
0

2
2
0
0

660

800

1100

1
5
0
0

7
0
0

a=1.430，b=0.800 a=1.430，b=0.800
A=4.860，B=0.800

a=3.060，b=1.100

A=1.500，B=0.660 A=1.500，B=0.660

1
:
0
.
2

7
6
6

2
0
9
4

1
5
7
0

2
3
5
3 2

1
8
8

5
0
6

B =0.66

掘削上幅 W=0.6ｈ+0.5取付水路で計上

660

800

1200B =0.50 B =0.50 B =0.50
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ブロック 勾配 斜率

1,2,3 1:0.2 1.0198

計算式

8.00*1.0198=8.16

単位

m
2

区分

一般型枠

型枠数量表（下流側）

単位

8.16

ブロック 勾配 斜率

1

2

3

1:0.0

1:0.0

1:0.0

-

-

-

計算式

1/2*(1.50+1.43)*0.70=1.03

1/2*(1.50+1.43)*0.70=1.03

1/2*(4.86+3.06)*1.50=3.69

単位

m
2

m
2

m
2

m
2

区分

一般型枠

一般型枠

型枠数量表（上流側）

単位

1.03

1.03

5.94

8.00

ブロック 勾配 斜率

4,5 1:0.5 1.1180

計算式

1/2*(0.66+0.80)*0.70*1.118*2=1.142

単位

m
2

区分

一般型枠

型枠数量表（側面部）

単位

1.14

合計

4,5

4 5

埋戻コンクリート

帯工掘削数量計算書

区分

1
2
3
4
5
6
7
8
計

帯工埋戻数量計算書

区分

1
2
3
4
5
6
7
8
計

L(m)
0.000
0.930
1.320
1.530
1.530
0.270
1.050
0.800

距離
L(m)
0.000
1.320
0.180
0.350
2.000
0.350
0.180
1.320

掘削勾配
下流

掘削勾配

0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600

掘削勾配
上流
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600

上流勾配

0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000
0.000

下幅
B(m)
0.660
0.660
0.500
0.500
0.500
0.770
0.660
0.660

下幅
B'(m)
0.500
0.500
0.500
0.500
0.500
0.500
0.500
0.500

上幅
W(m)
0.500
0.960
1.756
1.442
1.912
1.813
0.804
0.500

上幅
W(m)
0.500
1.820
1.820
1.400
1.400
1.820
1.820
0.500

高さ
ｈ(m)
0.000
0.766
2.094
1.570
2.353
2.188
0.506
0.000

高さ
ｈ(m)
0.000
2.200
2.200
1.500
1.500
2.200
2.200
0.000

面積
A(m2)
0.000
0.620
2.362
1.524
2.838
2.826
0.370
0.000

面積
A(m2)
0.000
2.552
2.552
1.425
1.425
2.552
2.552
0.000

平均
(m2)

0.310
1.491
1.943
2.181
2.832
1.598
0.185

平均
(m2)

1.276
2.552
1.989
1.425
1.989
2.552
1.276

体積
V(m3)

0.288
1.968
2.973
3.337
0.765
1.678
0.148
11.157

体積
V(m3)

1.684
0.459
0.696
2.850
0.696
0.459
1.684
8.528

コンクリート数量表

ブロック

1

2

3

合計

高さ

ｈ

0.700

0.700

1.500

下 面

幅（a)

1.430

1.430

3.060

奥行き（b)

0.800

0.800

1.100

上 面

幅（A)

1.500

1.500

4.860

奥行き（B)

0.660

0.660

0.800

体積(m3)

0.75

0.75

5.58

7.08

1100

1400

取付水路で計上 掘削上幅 W=0.6ｈ+0.5

掘
削

高
さ

ｈ

1820

床 堀 図

正 面 図 側 面 図

コ ン ク リ ー ト 詳 細 図

正 面 図 側 面 図

型 枠 詳 細 図

側 面 図正 面 図

埋 戻 図

側 面 図正 面 図

a

H

数量計算式

（オベリスク）

1：0.20 （1+0.20
2
） 1.019804

斜 比

コンクリート

V ＝H/6｛（2・a＋A）×b＋（2×A＋a）×B｝

型 枠

A ＝1/2×（Ａ＋a）×H×斜比

b

A

B

1：0.50 （1+0.50
2
） 1.118034
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補修図（2/3）

一般型枠

用心鉄筋 D=13mm
ℓ=0.5m

(参考)

※用心鉄筋は参考表記であり、
打継目の施工については
監督員と協議すること

用心鉄筋 D=13mm
ℓ=0.5m

(参考)

※用心鉄筋は参考表記であり、
打継目の施工については
監督員と協議すること

一般型枠
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公共土木施設災害復旧事業（入佐５地区）工事
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標準断面図（流出箇所）
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標準断面図（非流出箇所）
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S=1:100

展開図

吹付法枠中詰工
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中詰面積計算表(m2)-流出箇所

A

B

C

D

E

F

G

小計

合計

吸出深さ計算表(m)

A

B

C

D

E

F

G

小計

合計

平均

1

3.24

3.24

66.54

1

0.00

0.00

2.00

0.09

2

3.24

3.24

6.48

2

0.00

0.00

0.00

3

3.24

3.24

3

0

0.00

4

3.24

3.24

3.24

9.72

4

0

0.10

0.20

0.30

5

5-1

3.06

0.85

3.24

9.18

5

5-1

0

0.10

0.00

0.10

5-2

2.03

5-2

0.00

6

6-1

1.68

3.24

3.24

8.16

6

6-1

0

0.10

0.10

0.20

6-2

6-2

7

3.24

3.24

3.24

9.72

7

0.00

0.10

0.00

0.10

8

3.24

3.24

3.24

9.72

8

0.00

0.20

0.70

0.90

9

2.03

2.03

9

0.20

0.20

10

1.81

1.81

10

0.10

0.10

11

3.24

3.24

11

0.10

0.10

12

12

13

13

14

14

15

15

16

16

17

17

18

18

19

19

3.24

3.24 3.24 0.00

3.24 3.24

3.24

3.242.942.15

3.22

0.760.20 0.28

0.88 2.00

1.42

0.38

1.07

2.81

2.31

※枠内の数字は中詰面積を表す。
※（）内の数字は吸出し深さt(m)を表す。
※斜線部は中詰材が流出していない箇所を示す。（非流出箇所）

中詰面積(m2)-非流出箇所

A
B
C
D
E
F

G

小計

合計

1

2.15
3.24
3.24

8.63

43.10

2

0.20
2.94
3.24

6.38

3

0.76
3.24

3.24

7.24

4

0.28

3.24

3.52

5
5-1

3.22

3.24

5-2
6

6-1

0.88

2.88

6-2

2.00

7

1.80

1.80

8 9

1.07

1.07

10

2.81
2.31

5.12

11 12 13 14 15 16 17 18 19

補修図（3/3）

1.0箇所当り数量表

名 称 規 格 数 量 単位計 算 式

m366.54*(0.09-0.01)+（43.10+66.54）*0.10-1.324*3/4=15.294 15.3ポーラスコンクリート

m2吸出防止材 109.643.10+66.54=109.64

水切りコンクリート

水切りコンクリート

水切りコンクリート体積計算表(m3)

A

B

C

D

E

F

G

小計

合計

1

0.036

0.144

1.324

2

0.036

0.036

0.167

3

0.036

0.144

4

0.036

0.036

0.036

0.170

5

5-1

0.036

0.032

0.036

0.176

5-2

0.032

6

6-1

0.036

0.036

0.036

0.140

6-2
7

0.036

0.036

0.036

0.144

8

0.036

0.036

0.036

0.108

9

0.018

0.025

10

0.018

0.070

11

0.036

0.036

12 13 14 15 16 17 18 19

6.46
0.036

0.036

0.036

0.023

0.036

0.036

0.036

0.036

0.000

0.036

0.026

0.036

0.023

0.029

0.036

0.036

0.036

0.007

m2水切りコンクリート 1.31.324σck=18KN/ｍ2

200
200
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補修図（3/3）
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